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●原発再稼働を絶対に阻止しよう！

みなさん！ ついに原発は５４基中５１基が停止し、残る原発はわずか３基とな

りました。多くの人たちの声と行動が政府・東電、原子力ムラを追い詰め、今春の

全原発停止へ向かって情勢を突き動かしています。

一方、今なお１５万人を超える人々が避難生活を強いられ、福島県の大半の地域

が「放射線管理区域」以上の高線量被曝下におかれています。溶け落ちた核燃料が

どこにあるかもわからず、取り出す方法すらいまだに不明です。それにもかかわら

ず、野田政権は昨年１２月１６日に「収束宣言」をだし、醜い責任逃れに終始して

います。そして今も原発の再稼働・輸出へ向かおうとしています。

福島の人々をはじめとして、私たちの怒りや悔しさ、思いを踏みにじって彼らは

今の利権構造を維持しようとしています。絶対に許せない！ なんとしても原発の

再稼働を阻止しよう！

●政府の卑劣な策動を許さない！

１月１８日、原子力安全保安院は大飯原発３・４号機のストレステストの評価に

「妥当」の判断を下しました。審査・判断の基準すら示されていないのに、数日前

からすでに「妥当の判断を下す予定」と報じられたことにも示されるように、審査

委員１１人のうち、９人が原発推進派、反対派は２人というまったく不公正な構成

に加え、傍聴者を排除しての強行でした。しかも推進派の委員のうち、司会を含む

２人は、三菱重工など原発メーカーから「研究費」を受けとっていることがわかっ

ています。そもそもストレステスト自体、まったくふざけたものです。（裏へ続く）

12月10日、5500人の「原発さようなら」デモ！



｢再稼働阻止！全原発廃炉｣に向けて、みんなで参加しよう！

【要項】
３月11日（日）福島県郡山市開成山球場 ※東京からバスが出ます。

13:00～集会 15:00～デモ
※２月11日は、東京で「さようなら原発集会」が開催されます。

13：15～オープニングコンサート 13：30～集会＠代々木公園B地区ケヤキ広場

興味がある方は、気軽にご連絡下さい。

その内容は、原発メーカーが打ちこんだ数字に基づいて

コンピューター上で耐久度を分析するものにすぎず、打

ちこむ数字によってどうにでもなるものです。しかも結

果だけが保安院に提出され、どんな数字を前提にしてい

るのかは公表されません。こんなものは「テスト」と言

うに値しません。

さらに、政府が最も再稼働を狙っている伊方原発３号

機については、危険度の非常に高いＭＯＸ燃料を使って

おり、その近海には「中央構造線」という巨大活断層が

あります。それでも政府は再稼働をするために、２月上

旬にも現地で避難訓練を行うことを明らかにしています。

自衛隊を動員し、住民を海上に避難するというもので、

もはやその規模は「避難訓練」と呼べるものではありま

せん。そこまでしなければならないものを、なぜ再稼働

しなければならないのでしょうか？

利権構造を維持することに躍起になっている政府の卑

劣な策動を許してはなりません。

●福島のための「復興」を！

「政府・東電は被災者の命や生活などまったく切り捨て、

一切の責任から逃れようとしています。・・・どこまで福

島県民をなめたら気がすむのでしょうか。・・・「人より

もカネ」の新自由主義の「復興」など、もうごめんです。」

（すべての原発いますぐなくそう！全国会議フクシマの３・

１１福島県民集会へ向けてのアピールより）

今、福島県で行われようとしている「復興」は本当に許

せない内容です。「除染」事業すらも原子力ムラの利権に

され、「放射線医療特区」として２００万福島県民、３６

万の子どもたちを人体実験材料にしようとしています。

これからも原発が稼働し続け、原子力ムラが温存された

ままで「復興」などありえるのでしょうか？ 「命よりも

カネ」が優先される「復興」ではなく、本当に被災地・福

島の人たちの立場に立った「復興」こそが必要であり、そ

れにはまず原発の停止こそ必要ではないでしょうか。

●腐敗した大学を変えよう！

３・１１以来、あまりにも有名になった御用学者の存在。

全てをカネ儲けの手段に変える新自由主義政策の下で、学

問が商品にされ、大学は腐敗させられてきました（↑の記

事をみてください！）。「営業権」を掲げて学生のビラま

きを禁止する法政大学はまさにその象徴です。

「教育」とは、人間が次の社会に責任をとることのでき

る人格を創りだす行為です。次の社会に責任をとるため、

学生こそが、この腐敗した大学の現実を変える先頭に立ち

ましょう！ 大学から御用学者を追放しよう！

●３・１１福島県民集会に集まろう！

３月１１日、福島で県民集会が開かれます。３・１１は

忘れることのできない日になりましたが、この日を次の未

来へ向かって希望の日に変えることができるかどうかが、

この集会にかかっています。

「福島⇔他の地域」というような分断をのりこえ、労働

者、農民・漁民、市民、学生が怒りをひとつに、東電・政

府、原子力ムラの責任を追及することが原発をとめる力で

あり、二度とこんなことを許さず、新しい社会をつくりあ

げる力になります。

３月１１日、福島の地に全国の反原発の怒りを総結集し

て、野田政権の原発再稼働を絶対に阻止しよう！

わずか5年間で11大学だけで104億円！ 東北大学などは公

表すら拒否した！（1月22日、毎日新聞）


